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東北アジア学術交流懇話会副会長・大道寺小三郎みちのく銀行会長

ロシア連邦プーチン大統領より【友好勲章】受章

本懇話会副会長の大道寺小三郎みちのく銀行会長（在

日本国青森市ロ シア名誉領事）は、日本・ ロシア両国間

の経済協力および友好関係発展への多大なる貢献が評価

され、昨年10月10日付けロシア連邦プーチン大統領令

により 【友好勲章】の受章が決定されました。パノフ在

日ロ シア連邦特命全権大使出席のもと 11月27日に授章

式が、 12月19日には伝達式ならびに大使主催の授章記

念レセプションが開催さ れました。このたびの受章を心

よりお祝い申し上げます。

【友好勲章】について

平成 15年11月27日 授章式 友好勲章

友好勲章： 1994年3月2日付大統領令により 、ソ連時代の民族友好勲章に続く勲章として制定され、人民の友好の強

化と協力の発展にかかわり功績のある人物に対して叙勲されるものです。 日本人ではこれま でに、東郷正延•H本ユー ラ
シア協会会長、 伏見康治•H 口交流協会最高顧問、 中山太郎・衆議院議員（元外相）などの方々が叙勲を受けておられ ま す。

大道寺小三郎氏のロシア交流に関わる功績

・ 1995年 7月24日 ハバロフスク市名誉市民章受章 ・1997年 7月 9日 日本国外務大臣表彰

・ 1995年 8月15日 ユジノ サハリンスク市名誉市民章受章 •2000年 12 月 7 日 ロシア連邦名誉領事に任命

・ 1996年10月28日 プレハノフ経済アカデミー名誉博士号受章 •2001 年 3 月 24 日 日口交流協会会長に就任

・ 1997年 4月28日 ロシア国立極東総合医科大学名誉教授号受章 • 2003 年 10 月 21 日 極東国立総合大学教育部門名誉博士号受章

ロシア国立ハバロフスク総合教育大学名

誉教授号受章
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1宮城地震と歴史資料のレスキュー活動

2003年 7月26日、宮城県北部地域に震度 6の地震
が連続して発生しました。県内の被害は、鳴瀬町、矢

本町、鹿島台町、南郷町、河南町などを中心に、全壊

指定1273軒、半壊と一部損壊合わせて 16,557棟とい
う甚大なものでした。

地震の爪あとは被災地の方々の御身体や家屋だけで

はなく、土器類や古文書、遺跡などの文化財にも及び

ました。国や自治体の指定文化財については、行政機

関によって被災状況の確認や保存の手だてが加えられ

ますが、個人宅に所蔵されてきた未指定の古文書や文

化財は、 家屋の解体 ・補修などの過程で、瓦礫などと

共に廃菓されたり散逸してしまいます。1995年の阪神
大震災や2000年の鳥取県西部地震、 2001年の芸予地
震などで、そうした経験をしてきました。

そこで震災直後に、宮城県内の日本史関係の研究者

や学生、古文書を読む会などが中心となって、宮城歴

史資料保全ネットワークというボランティア団体を立

ち上げ、レスキュー活動を開始しました。もちろんボ
ランティアだけで独自の活動をしても限界があります

ので、宮城県の文化財保護課、東北歴史博物館、各町

の教育委員会文化財担当者などと連絡をとりながら行

動計画を立てていきました。

8月は主に河南町、 9月は鹿島台町、 10月は鳴瀬町、
11月は矢本町と南郷町というように、 1町ごとに活動
を進めていきました。各町では、江戸時代に村役人を

勤めていたり在郷武士であったお宅、明治時代に町長

を出したお宅、農地解放まで地主であったお宅などを

主として訪ね、家屋の状態、古文書や古物の現状など

を確認し、必要とあれば損壊した建物から緊急に運び

出して保全の措置をとるなど、状況に応じた活動を展

開しました。

古い来歴をもつお宅には古文書などが保管されてい

る可能性が高いため、古民家リストや各自治体が編纂

した町史の記述、あるいは地元の方々のお話などを参

考にして、そうしたお宅を探し出しました。1町につ
き30軒から 50軒ほどで、 5町あわせて約200軒のお
宅をまわったことになります。

散乱した展示物の搬出作業
（河南町歴史民俗資料館）

ボランティア

は活動のたびに

20人から 40人ほ
どが集まり、 5
~ 7チームに分
けて町内を車で

移動しながら聞

き込みをしまし
，た。 レスキュー

活動が必要なお

宅があれば、そ

こに人員を大量

に投人して運び

出し作業もおこないました。地元の文化財保護委員や

教育委員会の方々、地区長さんなどが各チームを案内

東北アジア研究センター教授 1illl 襄i

してくれましたので、迷うこともなく目的のお宅を訪

ねることができました。地元の方々のなかには大きな

被害を受けた方がおられたのですが、震災のどさくさ

で古文書や文化財が消え るのはまずいという危機感を
もたれて、積極的に協力をしてくださったのでした。

救出した古文書等の整理作業
（河南町宝ヶ峰縄文記念館）

震災直後の混
乱した状態のと

きにお訪ねしま

すので、迷惑が
られるのではな

し〕かと心配しま

したが、趣旨を

説明すると 、ど

のお宅でも丁寧

に対応して頂き

ました 。 ヒアリ

ングでは単に古

文書や古物の有

無や現状を確認するだけではなく、そのお宅の来歴や

地域の歴史などもお聞き しますので、学生たちにとっ

ては思わぬフィールドワークともなりま した。まして

や壁が落ちたり柱がゆがんだ居間や座敷で、そうした

お話をお聞きしたり古文書や古物を確認するのですか

ら、震災のすごさと資料調査の方法を同時に体験する

ことになったのでした。

残念なことに、私たちがお訪ねする前に古文書や民

具などを処分したお宅も何軒かありました。収納して

いた蔵や倉庫が大きく損壊したため、解体のときに一

緒に捨てたり焼却したそうです。仕分けをする余裕も

新たに保管する場所もないために、やむをえないこと

ではありますが、あと少し早く来ていればと落胆した
ものでした。これとは逆に、私たちがお訪ねすること

によって処分を思いとどまってくださったお宅も少な

くありません。歴史研究の役に立てて欲しいと 、古文

書類を大学や資料館に寄贈してくださったお宅もあり

ました。

5町200軒におよぶ調査データは博物館や各町教育
委員会などに提供 し、今後の文化財行政に活かして頂

くとともに、歴史研究のデータベースとしても活用す
ることになります。被災調査のなかで新たに発見され

た資料もありましたので、そうした資料の整理作業も、

まだまだ継続していかなければなりません。

宮城県では、今後20年以内に極めて高い確率で大き
な地震が発生すると予測されています。今回を上回る

歴史資料等の被害が発生するものと思われますが、そ

のさいには一刻も早くレスキュ ー活動を立ち上げるこ

とができるよう、大学や行政機関、博物館などが連携

しながら歴史資料の保全体制を整えていく必要がある

でしょう 。災害に強い地域づくりというのは、ハード

な側面だけではなく、こうしたところでもめざしてい

きたいものです。
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中国における貧困問題と炭鉱事故

中国では、 1人当たり日収1ドルという基準で計ると、現在で
も約1億人が貧困にあり、その大部分が農村に住む。農村の余剰
労働力は数億人と言われおり、仕事がない農民にとっては、炭鉱

での仕事は唯一といっても良いくらいの現金収入が保証される

仕事である。

したがって、彼等の労働コス トは極端に安い。そして劣悪な労

働環境のもとで炭鉱事故が頻発している。例えば、 2001年9月9

日のワシントンポスト紙は、 2001年7月に徐州の小炭鉱で起き1た

ガス爆発事故 (92人死亡）を詳細に報じ、犠牲者は、国営炭鉱

をリストラされた人、子供の養育費を稼ぐための母親、高校の授

業料を稼ぐための16オの男の子、そして多くが出稼ぎ農民だっ
たと伝えている。昨年末に発生した重慶市での天然ガス田事故で

は、周辺の住民も巻き込んで200人あまりが犠牲となった。

中国のビジネス誌 「南風窓」 (2001年9月号）は 「地底悲歌」

というタイトルのカバー・ストーリーでこの問題を総括してい

る。それによると、 小炭鉱で働く炭鉱夫（婦）の給料は、 1日
10数時間働いてもわずか約20元／日であり、死亡見舞金はわず

か1~2万元である。事故そのものが隠蔽される場合も少なくな

い。ヤミ操業も多く、それが可能なのは背後に地方政府が絡んで

いるからだと指摘し、毎年の犠牲者

が約1万人（全世界では年間約1万5
千人）、 中国における石炭産出量あた

りの事故死亡者数は、米国の200倍

でインドの8倍であるという数字も

紹介している。

農民は、事故にあっても、家族を

失っても、結局は他に仕事がないの

で炭鉱での仕事を続ける。彼らは

日々のエネルギー源として、 多くの

犠牲があって成立しうる圧倒的に安

価な石炭を使う。そして安価なエネ

ルギーコストのもと、安価な商品が

中国のみならず全世界に輸出される、

というのが市場経済の一断面である。

農村での石炭を用いた

調理用コ ンロ

（明8香壽JI()

ロジアが合ノシベリアにおける中国人移民の問題

2003年12月19-21日にロシアのイルクーツクで、 ドイツの財

団 「ローザ・ルクセンブルク ・ファンド」の支援を受け、イル

クーツク大学内陸アジア研究センター主催でセミナー 「ロシア

における外国人労働力 — アムールの架け橋？ 中央アジアとシ

ベリアにおける移住と移民：中国人と他のディアスボラ」が開

催された。参加者は ドイ ツ人2名と日本人 2名を含む総数21名

イルクーツクのバイカル湖にて

で行われた。山田セ ン

ター長も紙面参加とい

う形で参加された。近
←ご五 年、 1990年代以後極東
-;塁i
迄i
では特に中国人のロシ

アヘの移民が注目を集

め、中国裔威論を唱え

る識者も出てきている。

議論はラウンド・テー

モンゴルの新しい「正史」
歴史というのは決して単なる過去の事実そのものではない。

それは認識され、語られ、叙述されることによって、 一種の創

作物となる。歴史研究者は、この創作行為を通じて過去の事実

の客観的な姿を読者に伝えようと努めるわけであるが、国家が

創作過程に関わると、この行為自体が政治的な意味をもつ。過

去のなんたるかは、国家の今を正当化もすれば否定もする。だ

から国家は、自ら歴史叙述に采配をとろうとするのである。か

つて社会主義時代のモンゴルでは、国家事業と して何度かモン

ゴル通史が編纂されてきた。しかしそれは、ご多分にもれず支

配政党や政府による公式見解の表明の場でしかなかった。そこ

で民主化後のモンゴルでは、この反省にたって、 5年近く前に
大統領によって再び「モンゴル国通史」編纂が命令された。そ

ブル方式を取り、議論の方向は各自の自主性に任され、自由闊

達な討論が行われた。議論を通じて明らかになったのは、ロ シ

アに来る中国人の多くは旅行者であり、中国人で長期滞在する

者は留学生か 3K労働者であることである。ロシアでは1990年

代後半以後失業が大きな問題となっているが、意外にも 3K労

働はロシア人からも敬遠されている。中国人労働者はロシアで

建設や農業など賃金は安いがきつい労働に就いている。セミナ

ーでロシア人の議論を聞いていても、それぞれの意見に温度差

のあることが理解できた。特に、ウラジオストックやブラゴベ

シェンスクなどの極東出身者は 「中国人移民がロシアの将来に

とって吾威となる」ことを、熱意をも って唱えているのに対し

て、モスクワやシベリアからの参加者は冷静に議論をしていた。

この内容は英語に翻訳されて、年内にモスクワの出版社から刊

行される予定である。

（塩谷昌史）

して昨年12月、よ うやく 5巻からなる新しい通史が完成、バガ

バンディ大統領参席のもとで除幕式が行われた。新しい通史は、

かつての史実歪曲の反省にたって、「複雑な歴史を、思想的影響

を受けた鏡の歪みに囚われることなく、科学的歴史叙述の基本

原則にのみ」従って執筆したものだと大統領は強調している

（「ウヌードル」紙2003年12月22日Web版）。旧体制下で編纂

された通史の「歪み」の責任は政治が負わなければならないが、

逆に言うと責任を支配政党や政府に押しつける こともできた。

しかし新しい通史では、モンゴルの歴史研究者の力量が試され

ることになる。新しい通史に、全世界のモンゴル研究者の注目

が集まっている。

（岡洋樹）
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 nu アカデムゴロドクを訪れた視察団が研究所以外で訪れる場

所はたいてい決まっています。隕石や宝石などが展示されて

いる鉱物・岩石学研究所の博物館、入れ墨がしっかり残った

アルタイのミイラで有名な考古学研究所の博物館、野外博物

館などなど。その中の 1つにロシア科学アカデミーシベリア

支部傘下研究所の開発を集めた常設展があります。地元に住

んでいて行ったことがないと言う人は多いのですが、国内外

からビジネスや研究目的でアカデムゴロドクにやってくる視

察団は必ずと言っていいほど訪れる場所です。各研究所自慢

の開発が集められているだけあってじっくり見て回りたくな

りますので展示場自体はそれほど広くありませんが一巡する

のに結構時間がかかります。

そんな常設展が拡大される動きがあるようです。ロシア科学

アカデミー極東支部議長であったアカデミー正会員V.M．ブズ

ニク氏がノボシ ビルスクに呼び寄せられ、 同氏が長となってシ

ベリア支部の技術移転を促進すべく“トランスファーセンター”

なるものを開設することになったようなのです。このセンター

では東 北 大学におけるハッチェリースクエア

(http://www.hsq.niche.tohoku.ac.jp/）のような活動を目指すそ

うです。 トランスファーセンターに関するプロジェクトはすで

延道大

延辺大学は中国吉林省延辺朝鮮族自治州の州都延吉にある

総合大学である。延吉一帯はかつて間島と呼ばれ、日本の満

洲進出の動きと朝鮮から移ってきた人々の朝鮮独立抗日運動

が激しくぶつかった場所であり、さらには中国共産党の東北

地区における一大拠点ともなってきた。そして中華人民共和

国が成立した後、朝鮮戦争のさなかの1952年8月に中国で朝

鮮族（中国系朝鮮民族）を主体 とする最大規模の民族自治地

方として延辺朝鮮族自治州が成立している 。こうした歴史を

反映し、延辺大学は 1949年3月に、共産党自らが創設した、

朝鮮族を主体に漢族やその他の少数民族の各種高級人材を養

成する、吉林省直属の重点総合的民族大学として成立した。

その後社会情勢に応じて幾度か機構改編が行われ、 1996年4

月の大学統合によりほぼ現在の姿となっている。

延辺大学にはこれまでに数多くの国家指導者が訪問してお

り、 1991年1月には前総書記の江沢民総書記が視察するなど、

少数民族の高等教育研究の場として国家から強い関心が寄せ

られている。特筆すべきは、延辺大学が国の推進する「211

プロジェクト」の指定を受けたことである。「211プロジェク

ト」とは中国の第9次五カ年計画 (1996-2000年）におけ

る重大プロジェク トの 1つで、 21世紀に 100大学を世界レベ

ルに改革するというものであり 、延辺大学は重点大学

TOPlOOの 1つに選ばれたことになる。また図何江流域の国

際的開発に応じて、経済的に立ち後れた内陸民族地区の開発

支援を主眼とする国家プロジェクト「西部開発」の各種優遇

政策対象地区として延辺州が指定されたことに伴い、 2001年

には教育部より西部開発重点建設学校に認定されている。

また延辺大学は教育部系統の総合大学である一方、朝鮮族

が多く居住する延辺州の状況を反映して教員・学生における

朝鮮族の比率が漏く、中国で唯一の朝鮮言語文学科が設けら

にGoサインが出ているので実現することは確かなのですが、
先頃着手したばかりなので実際に機能し始めるにはまだ時間が

かかりそうです。しかし、これはロシア産業・ 科学技術省とシ

ベリア支部の共同プロジェ

クトで、国からもそれなり

の予算配分がなされたと言

いますので同センターが始

動開始する日もそれ程遠く

ない未来でしょう 。

現在ある常設展に隣接す

る建物を利用することで、

トランスファーセンターで

ロシア科学アカデミーシベリア支部 は常設展も含めた構造にな
展示センター

るようです。 このため隣の

スーパーマーケットが立ち退きを迫られているという噂があり

ます。アカデムゴロドク建設後まもなくオープンしたその店は

歴史もあり新鮮な食品を安く提供する事で市民に親しまれてい

ます。そんなスーパーを追い出すとは、さすが学術都市。しか

し、そういえば、そのスーパーから徒歩 2, 3分の所にあった

店が最近閉鎖されたようですのでもしかすると立ち退きを迫ら

れているスーパーをそこに移そうという計画なのかもしれませ

ん。やはり学者も人間、食べものがなければ生きては行けない

ということでしょう 。憶測はそこまでにして、 トランスファー

センターの今後の進展と活躍を見守ることにいたしましょう

（徳田由佳子）

延辺大学本部キャンパス

れるなど、民族大学としての特質を兼ね備えている 。

延辺大学はホームページを開設し、充実させているが（

http:/ /www.ybu.edu.cn/)、中国語、英語のみならず、朝鮮

語のページも充実しており、民族大学としての特質を示して

いる。また、延辺大学では日本語を第一外国語として履修す

る学生が多い。さらに延辺大学は中国語の研究・教育にも力

を入れており、学内の対外漢語教学研究センターは国家漢語

教学弁公室が最初に批准した対外中国語教育機関である。こ

うした事情を反映 し、延辺大学は日本や韓国、 北朝鮮、アメ

リカ、カナダ、オース トリ アなどの60校と協カ ・交流関係

を結び、多くの留学生を輩出する一方で各国から留学生を受

け入れている。また韓国や日本の研究機関と共同で国際会議

を盛んに開催している。

延辺大学の公開データによると、延辺大の教員数は教授

165人、副教授396人を含む 1,250人で、学生数は本科生

11,194人、大学院生984人を含む17,545人である。延辺大学

の教育組織は、師範学院、漢語言文化学院、芸術学院、理工

学院、医学院、外語学院、法学院、経済管理学院、薬学院、
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護理学院、農学院、科学技術学院、体育学院、成人学院の14
学院で構成されている。キャンパスは延吉市内の本部キャン

パスのほか、周辺の4つのキャンパスに分かれ、広大な面積

を擁している。

延辺大学には東北アジア研究院、東方文化研究院、 長白山

天然資源保護・開発研究院、民族研究院、東北アジア経済研

究所、長白山研究院、中朝韓日比較文化研究センター、朝鮮

韓国研究センター、古籍整理研究所、民族問題研究所、天然

有機化合物研究所、哲学思想研究所など、 19の研究機関が設
置され、延辺を中心として中国・北朝鮮・韓国 ・日本に跨る

東北アジア全体を見据えた経済発展や資源の有効利用などに

関する一大研究拠点を形成している。中でも東北アジア研究

院は日本学研究所や中朝韓日関係史研究所、渤海史研究所、

図佃江開発研究所、東北アジア都市・環境生態研究所、東北

束北アジアニューズレター

アジア経済研究所などを擁する学際的研究機構として、「211
プロジェク ト」の中で東北アジア研究や図何江開発研究を担

ってお り、教育部の重要研究拠点となっている。また最近設

立された中朝韓日比較文化研究センタ ーは中国教育部の人文

社会科学重要研究拠点であり、社会科学院辺腫史地研究セ ン

ターが主体となって進めている 「東北辺弧の歴史と現状シリ

ーズ研究プロジェクト（略称：東北プロジェク ト）」の研究

拠点として注目を集めている。このように充実した研究体制

を背景として、延辺大学は1601項目の科学研究プロジェク

トを実施し、 150あまりの項目で吉林省および部（日本の省
庁に相当）レベル以上の科学技術成果と評価 され、 2つの項

目で国家優秀教学成果賞を受賞し、 15の項目で吉林省の優秀

教学成果賞を受賞している。

（上野稔弘）

・RR◎RRR00000000 
東北アジア研究センター ..セミナー「 「東北アジア」 “Northea:stAsia” の現在・未来を考える

一日本におげる「東北アジア」関係機関の集い一」の開催

本センターの社会貢

献の柱に、本セン ター

が研究対象と している

「東北アジア」への国民

各層の理解深化への寄

与がある 。そのため、

本センターが主催して、

2003年12月19日（金）の午後、仙台市情報・産業プラザ（ア

エル6階）で、独立行政法人国際協力機構 (JICA)東北支部
と仙台市の後援もいただき 、セ ミナーを開催した。政策提言、

各種施策を実施し、研究 ・教育している我が国有数の 4機関

の代表による各機関の活動の紹介を通して、 この地域への市

民の関心を拡大するとともに、市民・企業・ 地方公共団体な

どがこの地域に関わる場合の参考になることを意図したもの

である。

山田勝芳東北ア ジア研究センター長の主旨説明の後、吉田

進財団法人環日本海経済研究所 (ERINA)理事長 ・所長が

「北東ア ジア対策」について、井上定彦島根県立大学教授・北

東アジア地域研究センター主任研究員が「島根から

"Northeast Asia"(「北東アジア」）を考える」、塩谷隆英総合
研究開発機構 (NIRA)理事長が「NIRAの北東アジア
に関する取り組みー持続可能な発展と人類の共生•平和を目

指して一」、山田が 「東北アジア研究センターの取り組み」と

題してそれぞれ講演し、和田春樹本センター客員教授のコメ

ントの後、ディスカッションが行われた。参加者は60名前後

で、貴重な資料の配布と説明があり、多くの問題点について

有意義な意見交換ができ所期の目的を達成することができた。

市民か らの反応も、東北ア ジアの将来像を具体的に検討して

いる機関の存在をもっとアッピールすべきだ、このセミナー

の宣伝をもっとすべきだとい

う好意的なものであった。今

後もさらに開催していくべき

だという意見が強く 出され、

仙台だけではなく東京での開

催も視野に人れるべきだとい

う意見も出された。

（山田勝芳）

シンポジウム ［東北アジア地域における環境問題と地域協力』

去る平成15年11月14日（金）、仙台市戦災復興記念館に

おいて東北アジア研究セ ンター主催のシンポジウム 「東北

アジア地域における環境問題と地域協力』が開催された。

講師はセンター客員教授のお二人、東京大学名誉教授の和

田春樹先生と国立環境研究所上席研究員の田村正行先生、

加えてセン ターから工藤純ー教授、明日香壽川助教授がつ

とめた。

和田教授は近著 「新地域主義宣言一東北アジア共同の家」

（平凡社、 2003年）でも展開されている通り、東北ア ジア

地域が将来的に東南アジア地域とともに東アジア共同体を

目指していくという展望に立つとき、第一歩として国境を

越えた環境問題に対する協力関係を東北アジア地域の諸国、

地域が構築する作業を通じて、 相互理解を深めていくべき

ではないか、この方面ですでに実績が積み璽ねられつつあ

るという話をされた。また、東北アジア、 北東アジアとい

う用語がしばしば混乱されて使用されている現状について、

その歴史的経緯にも言及 しつつ、 「東北アジア」のほうが漢

字圏 としては妥当ではないかという提言をされた。この問

題については 「朝日新聞j（平成15年11月12日号）に「呼

び名に潜む大きな溝： 「東北アジア」か「北東アジア」か」

と題して寄稿されている。参照されたい。

田村教授は丹頂鶴に取り付けた発信機から送ら れる電波

を、人工衛星を使ってキャッチする追跡システムにより鶴

の行動範囲を把握し、ひいては人間の環境問題のアセスメ

ントに役立てていこうという 事例を紹介された。ロシア領

のアムール川流域に生息する鶴に発信機を取り付ける作業、

鶴が南下し、寄り道しながら最終的な越冬地で冬を越し、

再びロシアに戻っていくまで中国国内のいかなるルートを

飛んでいくのかに関する情報収集の方法等についてわかり

やすく説明された。発信機の取り 付け作業にはロシア人研

究者の力を借りたが今後、中国の研究者とともに中国内で

の鶴の行動に関する研究を進めたいとのことであり、まさ

-5--



束北アジアニューズレター

に国境を越えた環境問題への取り組みの一例であるといえ

よう 。

人工衛星から撮影したシベリアの地上データを、ロシア

のノヴォシビルスクから VSATシステムで受信し、画像処

理を行って公開するという東北アジア研究センターのシス

テム構築を手がけた工藤教授は、ロシアで近年頻発する森

林火災の分析、その消化体制の構築に応用することを、こ

のデータの利用方法の一つとして取り上げた。

明日香助教授は日本が中国に対して行っている ODAにつ

東北大学東北アジア研究センター公開講演会 2003

「東北アジアの本とさし絵」開催される

東北アジア研究センターの年末恒例の行事となっている

公開講演会が、 12月6日（土）に仙台市博物館ホールにお

いて開催された。今回のテーマは「東アジアの本とさし絵」

である。

アジア、とりわけ中国を核とする東アジア世界では、 10

世紀になると木版印刷技術の導入によって、知識と情報量

が前代に比べて格段の差をも って、社会のすみずみまで浸

透して行った。結果として、知識を多く獲得した者が支配

階層を形成して行く 。木版印刷が主として用いられたのは、

書籍の分野で、宗教書から実用書、そして娯楽書に到るま

で、エ匠がその腕を競った。しかし、漢字を主体とする文

字情報では、時に正確な内容が伝わらない、或は、読書が

大金をはたいて購入しないなどの状況が生まれたため、版

元は人目をひく 「さし絵」を書物の中に入れはじめた。や

がて、 着色するようにもなり、 書物の 「さし絵」は一種の

独立した存在にもなって行った。今回の講演会では、同時

期に博物館で展示されていた多数のア ジアの木版印刷等に

よる書物に収められる 「さし絵」に焦点をあて、出版物の

文化史的役割について科学技術史と文学史からの立場によ

る講演が行なわれた。

まず、 山田勝芳センター長の挨拶の後、本センターの吉

いて中国がそれを必要とする理由、日本が行う ODAの課題、

環境問題にみられる中国脅威論（越境大気汚染、温暖化、

日本海汚染）の問題点などについて論じ、今後の対中ODA

における新思考を提案した。

会場からは特に明日香助教授の議論について質疑が続い

た。当日は環境問題への市民の関心の高さからか、金曜日

の午後にもかかわらずかなりの聴講者を集め盛況であった。

（寺山恭輔）

田忠教授と磯部彰教授による講演が行われた。最初の吉田

教授による「江戸時代における科学技術書の挿図」の講演

では、科学分野における挿図の役割について、 『蘭学事始』

を始めとする江戸時代の文献と西洋書や中国書での原図と

の対比をもとに、豊富なスライドを駆使してわかりやすく

解説がなさされた。次の

磯部教授による「西遊記

と猪八戒一明代小説の絵

画」の講演では、西遊記

の起源から猪八戒の出現

と変遷に関して、多彩な

スライドを用いて興味深

い説明がなされた。

講演会には、事前予約

の他に当日参加者を含め

80名ほどが聴講し、熱心

な講演と質疑が行われた

ことから、予定を大幅に

超過して会場の閉館時間

ぎりぎりに閉会した。

講演会ポスター

共同研究「西シベリア塩性湖チャニー湖沼群の環境と生物群集に関する研究」］研究会

2003年11月5日（水） 13:00-17:00、共同研究 「西シベリ

ア塩性湖チャニー湖沼群の環境と生物群集に関する研究」

研究会が、 川内北キャンパス川北合同研究棟 4階会議室で

開かれた。ロシア科学アカデ ミーシベリア支部の研究者3
名を含めて、発表は英語で行われた。

1. Building the data transfer system for the NO紐 image

database「ノア画像データベースのためのデータ転送シス

テムの構築」／KoichiKawano河野公一(ReCHE,Tohoku 

Univ東北大・大教センター）． Jun-ichiKudoh工藤純一

(CNEAS, Tohoku Univ東北ア ジア研究センター）

2. Interannual fluctuation of the Lake Chany environments 

in western Siberia based on NOAA images「NOAA画像を

利用した西シベリアチャニー湖沼群環境の年変動」／

Shuichi Shikano鹿野秀一(CNEAS,Tohoku Univ東北大・東

北アジア研究センター）

3. The zooplankton community of Chany Lake「チャニー湖

の動物プランクトン群集」／ElenaI. Zuykovaエレナ・ズ

ジコバ(Instituteof Systematic and Ecology of Animals, SB 

RASロシア科学アカデミー・シベリア支部・動物分類生態

研究所）

4. Spatial organization of fish populations in water 

reservoirs of West-Siberian lowland「西シベリア低地地方

の貯水池における魚個体群の地理的分布」／ ElenaN 

Yadrenkinaエレナ・ユドレンキーナ (Instituteof 

Systematic and Ecology of Animals, SB RASロシア科学アカ

デミー・シベリア支部 ・動物分類生態研究所）

5. The ecology of gastropoda in Chany Lake, their role in 

food webs「チャニー湖の腹足類の生態 ー 食物網におけ

る役割」／NataliaI. Yurlovaナタリア・ユルノバ(Institute

of Systematic and Ecology of Animals, SB RASロシア科学

アカデミー・シベリア支部・動物分類生態研究所）

6. Carbon, nitrogen and sulfur isotope changing along 

hydro-geological processes in a saline lake chain「チャニー

湖沼群における炭素・窒素・硫黄安定同位体比の連続的変

動」 ／HideyukiDoi土居秀幸(GraduateSchool of Life 

Sciences, Tohoku Univ. 東北大•生命科学研究科）

7. Spatial separation of planktonic food webs in a lake 

ecosystem using carbon and nitrogen stable isotopes「チャ

ニー湖におけるプランクトン食物網の空間的分離：炭素・

窒素安定同位体比解析」／ EisukeKikuchi菊地永祐

(CNEAS, Tohoku Univ．東北大・東北アジア研究センター）

（鹿野秀一）
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岡洋樹・高倉浩樹 ・上野稔弘編

『東北アジアにおける民族と政治』
（東北アジア研究シリ ーズ⑤）

本書は、 2003年3月に開催された

同名のシンポジウムのプロシーディ

ングである。このシンポジウムは、

前年3月に開催されたシンポジウム
「東北アジア地域論の可能性」にお

いて提起された問題を受けて、東北

アジア地域の多様性を、人類学と歴

史学の立場から個別の課題を通して

具体的に明らかにしようとしたもの

である。本書には、シンポジウム当

日の基調講演・報告論文・コメンテ

9込~ヽ～～→ 」“'
I;Li[ 4H疇

ぐー・軍ジア嗣只シリーズ●東北アジアにおける民族と政治
s.u町ぃ．＆畑"'9・・叫9咄匹.,.ふ"""●

賃 9t 樹 •E9氾樹 •J;•"2弘紺

ータによる討論が掲載された。内容は以下の通り 。

●序論／岡洋樹●基調講演： 近代東北アジア地域における経済

統合の問題 東亜勧業株式会社の事例から ／江夏由樹●

興安局改編と興安省諸旗実態調査／吉田順一●台湾ツォウ族・

高一生の民族自治区構想 ソビエト連邦の民族政策と東アジ

アヘの影響 ／中生勝美●科学史からみた地域研究 吉田

報告・中生報告へのコメン ト ／坂野徹●モンゴル国におけ

る移動・牧畜・近代国家一ーオンゴン・ソムの事例 ／尾崎

孝宏●ロ シアの異民族（先住民）統治史における 「非定住民」

-—概要と西シベリアの状況 ／吉田睦●遊牧と体制転換一

一尾崎・ 吉田報告に寄せて ／渡邊日日●金代のキタイ系武

将とその軍団 爾恭の事跡を中心に ／松井太●ペルシャ

語資料中の契丹人三種 松井氏発表へのコメントに替えて一

ー／北川誠一●満洲族政権としての清朝／細谷良夫●清代にお

ける藩部の政治体制からみた満洲族政権の特質 細谷報告へ

のコメント ／張永江

（岡 洋樹）

t-
■寄附研究部門
【環境技術移転 (NKK)寄附研究部門】
●渡邊之（ワ タナベ、イタル）教授

月着任）

環境技術（平成13年1

●甦叶（スエー）助手：環境政策（平成13年4月着任）

■地域環境研究部門資源環境学研究分野
SAVELYEV, Timofei Grigorievitch（サバリエフ、ティモフェイ・
グリゴレイビッチ） 助手：レーダ信号処理（平成15年8月着任）

■現在の客員研究者
本年1月～ 3月の東北アジア研究センターの客員研究者をご紹
介します。

〈客員教授〉

【国内から】

●和田春樹（ワダ、ハルキ）教授：東京大学名誉教授・ロシア

国立人文大学名誉博士、開発と社会変容の研究

●江夏由樹（エナツ、ヨシキ）教授： 一橋大学大学院経済学研

究科教授、東アジア・ 北アジア交流論

●田村正行 （タムラ、マサユキ）教授：国立環境研究所上席研

究官、ノアデータを利用 したシベリアの環境解析

束北アジアニューズレター

Indigenous Ecological Practices and 
Cultural Traditions in Yakutia: history 
ethnography politics. Edited by Takakura 
Hiroki, Northeast Asian Study Series 6, 
2003. 

本書は、本センター高倉浩樹助

教授が中心となって組織した共同

研究の成果報告として刊行された

もので、ロシアと日本の研究者が

論文を寄せている。内容は以下の

とおり 。

● 1. The Role of the Yakut 

Intelligentsia in the National 

Movement I Natalia Diakonova and 
Ekaterina Romanova● 2. The 

Foundation of Soyuz Yakutov and the Political Exiles / Katsuki 

Hideo●3. The First Yakut Law of Land Relations/ Andrian 

Borisov●4. Spiritual Culture of the Sakha People: History and 

Modernity / Nina Vasileva●5. Traditional Ecological Culture 

in Yakutia: Transformations in the Twentieth Century/ Sardana 

Boyakova● 6. Current Ecological Situation in the Sakha 

Republic (Yakutia): Aspects of Nuclear Pollution/ Vanda 

Ignatieva●7. Present Situation of Furbearer Hunting in 

Northern Yakutia: Turning Point of Traditional Hunting 

Activities / Ikeda Toru●8. Changes in Hunting Systems and 

Strategies in Post-Soviet Yakutia: A Study of the Eveno-Bytantai 

District● 9. Horse Husbandry and Absentee Livestock 

Ownership in the Sakha: Horse Trust Relationship and the 

Current Socioeconomic Transitions / Takakura Hiroki 

（岡 洋樹）

【海外から】

●朴承憲（ボク、ショウケン）教授：中国、延辺大学東北亜研

究院・院長、図何江域新経済圏構想の再構築構想の検証

●CHERNYAVSKIY, Leopold Isaakovich（チェルニャフスキー、
レオポルド・イサーコヴィチ）教授：ロシア、ロシア科学ア

カデミー・シベリア支部無機化学研究所情報研究部・部長、

VSATシステムの利用促進に関する研究
●LECHTCHENKO, Nelly Fedorovna（レシチェンコ、ネリー・
フョードロヴナ）教授 ：ロ シア、ロシア科学アカデミー・東

洋学研究所・上級研究員、日露交流史および江戸の研究

●CATANE, Sandra Geronimo（カテーン、サンドラ・ジェロニ
モ）教授：フィリピン、フィリピン大学国立地質学研究所・

助教授、フィリピン・タール火山と東北日本における火砕サ

ージの比較研究

〈客員研究員〉

●周正舒（ゾウ ゼンシュウ）研究員

境計測に関する研究

中国、電磁波による環

●MORRIS, John Francis（モリス、ジョン・フランシス）研究
員：オース トラリア、宮城学院女子大学国際文化学科教授、

近世東北史に関する研究

●趙誠俊（チ ョウ ソンジュン）研究員：韓国、韓国地質資

源研究院(KIGAM)主任研究員、ボアホールレーダシステム
の開発と環境計測への応用

（柳田賢二）

-7-



東北アジアニュ ー ズレタ ー

……………………．．会澤亀の広3易

お互いの交流拡大を目的に、会員皆様の近況・ご意見などを発信していただくスペ ースです（不定期）。ところで、無
人の探査機が火星表面を走りまわりその写真が報道されるなど記憶に新しいところですが、21世紀は人類の生活圏が
宇宙にまで拡大することが実現視されております。

今回は新春にふさわしく、これらの夢を着実に実現すぺくロシア、中国などを往来し航空宇宙技術に関する助成・支
援活動を行っておられる遠藤長司会員殿に、近況のご披露をお願いしました。

近況：上海珪酸塩研究所および武漢理工大学訪問
（財）航空宇宙技術振興財団
専務理事 遠藤長司

2003年10月17日から23日の日程で、上海と武漢を訪れました。同行者は、
（財） ファインセラミックスセンタ ー 専務理事材料技術研究所長（東北大学名

誉教授）平井敏雄先生です。両財団は、 傾斜機能材料およびファインセラミ
ックスに関する共同研究を推進し、 また 連繋を強化するため に、それぞれ、
中国を代表する傾斜機能材料の研究機関である武漢理工大学と中国 ファイン
セラミックス研究の中心である上海珪酸塩研究所と 共同研究協定を締結 し、
人材交流を行なっています。 上海娃酸塩研究所の人々と

今般、その共同研究推進および連携強化に 左から二人目陳立東教授 、 四人目遠藤 、

平井教授
関する打合せのための訪問であります。娃酸
塩（研）の陳立東教授、武漢理工大の張聯盟副学長、並びに唐新峰教授（ 新
材料研究所副所長）の3人は、東北大金研の平井研究室で勉強し、学位を授
与されました。尚、東北大 と武漢理工大は、 平成13年5月学術交流推進の締
結を行っています。それ故に、両者との交流は非常に親密です。

武漢理工大学長室にて 2004年度には
“

熱発電システム による太
平井教授、周祖徳学長、 遠藤 、 張聯盟副 陽りも熱エネルギー等；の有咬力涅i用に関する

”

学長
日中共同研究が始まりますのでその準備に

追われています。高性能ナノおよび傾斜熱電材料 、高効率太陽光熱発電複
合システムの開発についての共同研究です。
中国西部 に住む4億人の電力不足は深刻です。1日も早く研究成果を挙げ、
西部の広大かつ分散した地域に新時代の電力を供給したいと願っています

° 武漢理工大材料研究所玄関にて

“

長き夜や孫へ仮名字の絵葉書を
’

'（武漢市にて）
唐新峰副所長、 遠藤 、 衰潤章元学長 、 張聯盟
副学長

“

麗江の十月火鍋の誕生日
”

(10月 20日72歳の誕生日、麗江市にて）

大道寺小三郎・本懇話会副会長のロシア連邦「友好勲章」ご受章の報に接し、本懇話会としても欣快にた
えません。学術交流にしろ経済交流にしろやはり人間どうしの信頼関係がまずあって のことでありましょう。

そういう意味でも、順調に学術交流を進めることが出来ている私たちとしては、大道寺副会長がロシアから
受けてこられたこうした高いご評価に負う部分がまことに大きいことを痛感します。 （成澤 勝）

《うしとら》 （東北アジア学術交流懇話会ニュ ー ズレタ ー）第20号 2004年2月15日発行

発行東北アジア学術交流懇話会 編集東北アジア学術交流懇話会ニュ ー ズレタ ー編集委員会

〒980-8576宮城県仙台市胃葉区）1|内東北大学束北アジア研究センタ 一 気付
PHONE 022-217-7580 FAX 022-217-6010 

h廿p://www.cneas.tohoku.oc.jp/gon2/ E-mail :iwayama@cneas.tohoku.ac.jp 
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